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	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）

【考察】

今回、八戸での全国大会との事で在宅ケア学会に参加できたことはとても有意義なことであった。基調講演の「地域共生社会を目指して」の講演の中で、高齢者だけでなく障がい者は子ども、子育て世代、生活困窮者や外国人住民など、地域で暮す様々な人々が共に支え合う「地域共生社会」の実現に向けた取り組みが紹介された。ランチョンセミナーでは「歩行アシスト」の講義を傾聴した。「老健しもだ」で取り入れており、実際に利用者が使用し、歩行速度や歩幅など実施前後のデータが紹介されており、アシスト使用では歩行速度より、歩幅が伸びた事例が紹介されていた。

午後の実践交流会では、在宅ケアに取り組む様々な職種の方々が日々の取り組みを発表していた。私の群は「在宅生活の継続」と群であった。私が特に印象に残ったのは、デイサービス利用者が急変した際の対応のことである。家族は救命措置を希望していなかったが、救急車を要請したことで救急治療が行われたというケースである。私の勤務するデイケアにも以前末期の癌罹患者がおり、急変時の対応について話しあったが、今後急変時の本人や家族の意向など確認することなど検討していきたい。

人材育成・教育の群ではどこの施設でも抱える介護の質の向上や人材確保についての問題に、様々な取り組みが行われていた。

この大会に参加したことで、全国の在宅高齢者の生活を支える力がたくさんあること。また現状のままではなく、よりよいケアの為他の施設で取り組んでいることを参考に前に進んでいきたいと考える。

【基調講演】

地域共生社会を目指して　　　　　　　　(株)ぐるんとびー　代表　　菅原　健介

　


日本で初めてUR都市機構を団地の火ひと部屋に開設した小規模多機能型居宅介護で、団地を「まち」のように連帯した共同生活の場としている。目指しているのは、「目の前で困っている人やことをいち自治会員として住民視点でともに悩むこと。小規模多機能型事業の登録者のみに介護事業者としてのケアを提供するのみでなく、UR団地というまち全体の課題に対し、その解決に向けた最適解を団地の住民と共に検討している。特に印象に残ったのは、職員と利用者が同室で生活していることであった。職員は認知症高齢者と同居することで、収入を得る。またシングルマザーなどは低家賃ですむことができる。例えば軽い認知症の方が処方箋を持ち薬局に行くときは、同じ団地にすむ代表者の子供が一緒に行く。さらに塾の講師をしていた脳梗塞で麻痺がある方が子供たちの勉強を教える。まさしく共生社会である。人は自分が何かの役に立ちたいと望んでいる。例え障がいがあっても、身体が不自由であってもできることはたくさんある。とても斬新な考え方であると思うが、職員と利用者が団地の一室をシェアして生活しているという事については、自分は仕事とプライベートを一緒にすることは困難であると感じた。やはりプライベートな時間や空間が明日の仕事の活力になると信じている。

講演を聴き感じたことは、発想力である。私の考える「介護」や「認知症ケア」はある程度固定化され、「こうあるべき」とか「この方が利用者にはいいはず」といった決まりきった考え方であったと考えた。障がいのある方、ない方、いろいろな人や考え方は多種、多様であり「こうでなければならない」といった答えはないと改めて感じた。

【ランチョンセミナー】

　HONDA歩行アシストの歩行訓練における活用の紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　医療法人仁泉会　　介護老人保健施設しもだ　宮崎　肇

老人保健施設しもだでは現在歩行アシストを使用した歩行訓練を行い、試験的にデータをとり研究している。歩行アシストを装着し歩行訓練を行い、歩行の速度や距離、歩幅などを歩行アシストを使用しない利用者と比較したものである。歩行アシストを使用すると速度はさほど変化は見られないが、歩幅は伸び、実際に歩行アシストを使用して歩行訓練した人は歩行が楽になったとの感想も聞かれているとのこと。ロボットや機械が介護職のサポートをする日も決して遠いことではないのかも知れない。

【実践交流会】

Ⅰ、在宅生活の継続　　　

1、 高齢者本人の望む最後が叶えられるために　　　

特定非営利活動法人　ゆうらいふ　　ケアマネジャー　　深田　知洋江

本人や家族は「最後は穏やかに自宅で」と意思表示し、意思と合意する看取りマネジメントが増えてきた。しかし、利用者が利用中に急変し、救急車を要請したことで救急措置がほどこされ、心肺蘇生後に亡くなった利用者の事例報告であった。それまでは作っていなかった「緊急用シート」を作成。急変時も家族や主治医に見守られ自宅に帰れるよう本人家族の希望を全利用者に確認し、シートを作成したとこと。自分も通所サービスに勤務する中、以前末期の癌罹患利用者がいて、急変時や主治医との連携でチームで最後を支えたことが思い出された。今は自分で人生最後のことを事前に考え、決断する時代になってきていると考えるので、このような事例もとても興味深い発表であった。

2、できることを続けたい　　～役割を持っての在宅生活～

　　　　医療法人　社団　都会　居宅介護支援事業所　ひまわり　ケアマネジャー　澤井　記久代

　50代で脳梗塞を発症し、軽度の方麻痺が残った女性利用者が退院後様々なサービスを利用し、家事や趣味など自分のできること、役割、楽しみをもち生活しているケースの紹介である。病気になってすぐは若いということもあり、なかなか前向きな考えにはなれずふさぎ込む毎日を送っていたが、退院後「自分で息子にご飯を作りたい」、「母親の介護の手伝いがしたい」等、以前自分が行っていたことをもう一度行うことができるために、リハビリに励み数年後、実際に母親の介護が少しできるようになり、料理もできるようになっていた。人間はやはり生きている喜びや役割があると何事にも前向きに頑張れるのだと痛感した。

3、 主観的満足度が高く、健康長寿で暮らす超高齢者夫婦の紹介

　　　医療法人　坂梨ハート会　さかなしハートクリニック在宅医療部　理学療法士　今村　太泉

訪問リハで経験した「ご夫婦ともに90代で理想的な健康長寿で暮らす」利用者がなぜそんなに健康で長生きなのか検討した事例である。二人は同じ宗教を信仰しており、信仰することによって「心の平安」をつねに感じているとのこと。山間の田舎町に暮らす二人の生活にたいする満足度も高く、「自分が健康でこころ穏やかに暮らすこと」が健康長寿の秘訣ではないかと結論付けている。確かにいくら金銭に余裕があっても健康でなければ意味がないし、その健康で暮らし生きていることに感謝しなければ人間の本当の幸せはないのかも知れない。

夫婦で支えあって、お互いの存在を尊重することも満足度の高い理由であると考える。

Ⅱ、人材育成・教育

1、 チームの成長が人材育成に繋がる

　　　大和会グループ　社会福祉法人　秦ダイヤライフ福祉会　　特別養護老人ホーム　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あざみの里　介護福祉士　　柳沢　江美子

あざみの里では平成14年に四国初のユニットケア方式を取り入れた。看取りケアや自立支援など多岐にわたるサービスの充実を目指し、チームを作成しユニットリーダーの育成に取り組んだ事例である。人材育成や教育はどこの法人や施設でも毎年大きな課題ではないだろうか。現在介護職の離職率は多く社会問題ともなっている。やはりひとりの上司や先輩の支援ではなく、ユニットをひとつの「チーム」として大切な人材を育て、やりがいのある仕事と考えられれば離職する人も減ってくるのではないだろうか。

2、 大学生ボランティアによる地域での健康教育について

　　　　　　　　　　　　青森県立保健大学　健康科学部　看護学科　看護師　松尾　泉

独居高齢者の生活には、生活不活性化をもたらす要因が多く地域活動や世代間交流などヘルスリテラシー向上への働きかけが求められている。地区社会福祉協議会独居高齢者の閉じこもり予防を目的とする昼食会において、学生ボランティアによる健康教室を開催して、食事、運動に関する健康講話とパンフレットを用いた軽体操を行っている事例発表である。参加者は80代の女性が多く、アンケートの結果多くは健康を自覚しているものの、心理的な不安や孤独を感じていることが推測されたという。学生も高齢者が抱える不安を理解し、寄り添うことができ、高齢者も健康体操を行いながら世代間交流の機会を持てるという相互効果をもたらすのではないかと感じた。
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